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既婚婦人の新しい生き方に関する一考察
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は　じ　め　に
　わが国の戦後30数年に及ぶ年月の流れは，激しい変化の連続であり，現在もその真只中にある
といえよう。新しい社会状況の出現は，好むと好まざるとにかかわらず押し寄せ，モラトリアム
人間で居続けることの驚異を感ぜずにはおれないのではなかろうか。婦人の問題もこの新しい流
れを無視し，歴史の方向を否定した対策や福祉論では，多様な婦人生活の問題を包括的に許容し
切れずに終ってしまうであろう。
　したがって，この稿では，新しい婦人の生活，とくに既婚婦人の生活における特徴的な変動に
焦点を絞って，福祉社会の中にどうこれを組み入れていったらよいのかを，明らかにしてゆきたい。
1　模索の中の新しい婦人像
　私は，新潟市を中心とし，過去5年間にわたって乳幼児の託児ボラソティア，母親の学習会の
助言者，講師，乳幼児をもつ母親の相談員等の立場で，子育て期の母親個人，そして婦人の学習
グループの人たちと関わってきた。これらの婦人の中に，意識や生活形態の新しい変化のいくつ
かを，そこに見ることができた。もちろん，そこには旧態依然と変らぬ柵の中で，どうしようも
なく止まっている婦人も多く存在したことは事実である。しかし，これらの婦人を含め，何等か
の新しい動きによって，さまざまな葛藤をくり返して，必然的にその変化の波に晒されようとし
ているのも，見逃すことはできない。
　これは，「女性の生き方」について学習している，子育て期の婦人の学習グループの会員が，
入会2ヵ月で最近退会した2歳5ヵ月の女児をもつ婦人が，私に寄せた，退会の心況を綴ったも
のである。その1つの典型例として，一部抜粋しここに載せることにする。
　子を産んで知る親の恩とよくいいますね。しかし，反対に，子を産んで知る子の恩とも，いく
度となく読んだり耳にしたりしました。親が子に恩を感じる気持ちが，子どもに親の恩を思う子
に育つのだと思います。
　私には今，自分のおかれている現状をやぶって，新しい何かをつかむより，自分のわくにはめ
られた中で，より充実したものを得たい。保守的といわれるでしょうが，そういう気持ちが強い
のです。
　子どもを育てるのは，母親にきめなくても他の人であってもよいではないか。そういう意見が
度々出ましたが，子どもが産まれて，初めて出合う人は，母親です。おっぽいをもらい，しっか
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りだいてくれ，自分の世話をしてくれる，そういう愛情によってつみ重られた1対1のつき合い
があることにより，他人を思いやる心を知る子どもに育つと思うのです。母乳は，母親だけに与
えられたものです。1対1のつき合いをするのには，母親が1番適当な存在であると思います。
どうしてもいたしかたない場合は，できるだけ子どもの世話を継続して下さる方ということにな
ると思うのです。他の人であっても良いといわれるが，一番よいのは母親だと私は思います。子
育てと同時に，自分の大切にする部分も並行していけばいいのではないでしょうか。…………
　○○からの自由よりも，○○への自由という自分の与えられた現状を，よりよくしたいと考え
ます。・………・・
　実は，主人もこの会に行くことに，あまり賛成してくれないこともあるので，この際，心の整
理をして，自分なりにやっていく方向が良い方法だという結論になりました。
　さらに，この婦人は，退会後の生活の仕方として，つぎのように書いています。
　図書館が近くにあるので，本をかりて子どもによんでやる。そうするうちに，子どもによんで
やるというより自分が楽しむ。こんな心で子どもに接しなけれぽと教えられる。児童文学にも興
味をもつようになった。2～3歳児には，指遊びが大切だと知り，指人形をつくり，人形劇のま
ねごとをしたりすると，子どもがとても喜こぶ，又，手づくりの動物やお人形をつくることによ
り，動物への親しみ，思いやりの心が育つのではと，自分が楽しくなる。お菓子も出来るだけつ
くり，手づくりの味を舌でしっかり覚えさせたいと思う。パン作りも楽しいし，お誕生日のデコ
レーションケーキも手作り，子どもの為というより，本当は自分が楽しんでいるのです。そして
夜，もう夜なきしなくなり，自分だけの時間がとれます。自分の視野を広げるためには，テレビ
・新聞・読書により利用する。又，近所の友達をつくり，子どもに友達をつくってやるばかりで
なく，親同志の知恵も交換し合う。私には，そんなことが大切にされていることです。
　ノートを削いて切切と記して下さった，この婦人の記述を概観すると，子育ては，母親に先天
的に備わった生物的・生理的必然として，与えられたものであり，それを有効に生かすことが，
母親の喜こびとなり，「いま一番大切にしなければならないものは，子育て」であるとしている。
1人ないし2人しか子を持たなくなっている現実は，平均寿命の伸びと重なり，子育ては，長い
人生のほんの1時期でしか無くなっており，子育て後でも十分自分のやりたいことができると考
え，女にしか備わっていない特性を何故大事にしないかという，男女の対比の中での一方の考え
に落着くのである。
　子育ての期間が，家に止まることによって，子育て後の生活にそれ程影響されないとする考え
は，現在の子育て後の婦人の中に，少しずつではあるが，社会的に評価され，男性と対等な中で
活躍している婦人の存在があり，また，一生懸命働いても必ずしも社会的に認められるとは限ら
ない職場人の姿がある。与えられた立場の枠において，ゆっくりと自分の生活を楽しめば良いと
いう風潮が，こんなところでも現出されてこようというものであろう。経済的自立を後まわしに
し，先ずは，自分のしたいことを優先する生き方は，青年層の一つのあり方とも共通し，それら
の階層を支えている社会的土壌において，職場で働く者と働かないでいる者との対立を呼び起こ
し，増々切り離れた存在として，両者を分断する要因ともなり，こうした新しい流れを検討する
必要があろう。
　ところで，ここ数年におけるわが国の財政危機は，猶予を許さぬほど遍迫した状態にあるとい
うことであろうか，財政再建を目指す第2次臨時行政調査会（土光敏夫会長）の「行政改革に関
する第1次答申」が昭和56年7月10日，会発足4ヵ月足らずで鈴木内閣に提出された。　（3次答
申までの予定）それによれば，　「活力ある福祉社会の実現」を基本理念とし，　「自由経済社会の
もつ民間の創造的活力」，「個人の自立・自助の精神に立脚した家庭や近隣，職場や地域社会で
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の連帯」，「援助を真に必要とする人びとには，暖かく十分な福祉サービスの提供」という3つ
の基本方針をうたっている。
　前記の婦人の認めたものを再度見直すならぽ，ある意味では，この方針に近い生き方をとろう
としているともいえよう。現在の夫の収入を基盤に，家庭の中で子どもと共に暮らすことは，色
々工夫することによって，立派に子育てもし，自分の楽しみを積極的にみつけようとしている。
つまり，母親の創意・工夫で，個人の自立・自助をはかっていこうとしている，賢い婦人とも受
取れよう。しかしながら，こうした体制が続くことは，自由経済の伸展にブレーキをかけるもの
に他ならない。国内需要を活発にするには，資本のよりよい循環をはかることは，ここで詳しく
述べるまでもないことである。いつまでも，無収入の段階で多くの婦人を放置しておくことは，
決して社会的活力に結びつくことにはならない。この点に関し，個人の自力・自立ということと，
連帯ということの間にはギャップがあり，連帯から出てくるものは相互扶助であって，それが常
に自力と自立と両立するとは限らないと，MITのサロー教授（L．　C．　Thurow）も指摘してい
る。
　夫の収入を主たる拠所として，自立した生活をすることは困難である。いみじくも，この婦人
が，学習グループを退会する決意に至ったのも，夫が良しとしないということであるとも記して
いる。さらに，退会の理由を付言して曰く，会に参加することによって生ずる，諸費用の問題を
あげた。家庭から社会ヘー歩婦人たちが踏み込むことが，いかに経済的支出があり，家計経済を
ただちに圧迫する要件になるか明らかである。社会から，夫から，子から既婚婦人が自立しよう
とする時，経済的自立のないところからそれを確保することが容易ではないことを，この手紙は
語ってくれた。
　ここに，新しい模索する婦人を浮ぴあがらすことができよう。
2　能力を生かして働きたい婦人像
　先きの章の冒頭で，私と子育て期の母親との関わりが，どんなものであったかについて記した。
これらの婦人との出合いは，国庫補助を受け実施されている，婦人学級，家庭教育学級，乳幼児
学級，家庭教育（幼児期）相談事業などの分野である。私が関わった当初は，社会教育が婦人教
育中心の時代をむかえた時期と対応し，大都市を中心として，　「自主性に支えられた」新しい婦
人の学習グループが，急速に育ってきた時代でもあった。社会的には，高度経済成長後の低成長
期に当たり，　「日本型社会福祉」の担い手として，主婦の役割が大いに期待され，当市において
も，ボランティア講座や家庭教育関係講座が種々の形態をとって増えつつありました。私が関わ
った事業の殆んどが，ウィークデーの昼間のものであるが，専業主婦を主としていたものの，内
職婦人，・ピアノ・英語・数学・バレエ等の教師，職業婦人，自営業に至る，さまざまな生活形
態の婦人である。学習サークルの会員のうち，専業主婦の多くは，適当な職場があれぽ，子育て
後に再就職を望んでいる。したがって，これらの婦人にとっては，学習への参加は，家庭から社
会・職場へのワンステップないしは，きっかけをつかむ場として，広い視野を身につけようとす
る努力の場でもある。しかし，こうした場は，1つのきっかけを産むものの，婦人たちを側面的
あるいは全面的に支えて，社会に送り出すための器となるには，余りにも弱いとしかいいようが
ない。学習活動への実際の参加率は，はなはだ低調である。その多くの場合は，子の状態によっ
て左右される度合が高い。平均60％の参加があれぽよい方ではなかろうか。子が幼なければ幼な
い程，彼らの健康によっている。また，保育所，幼稚園，学校に行けぽ，彼らの生活プログラム
に，母親が動かなければならない。
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　私が関わっている学習サークルでは，新会員のみならず現会員の方も，「何故学ぶのか」とい
うテーマで，年に1・2度書いてもらっている。その1つずつを見ると，「私自身が努力をする
ことの大切さを感じる」という類の文に，私自身頭の下がる思いをすることが度々ある。こんな
にも，自身にムチを打って励まし続けていかなければならないのかと。ここにも，新しい婦人を
見ることができよう。現代社会は，専業主婦にも過酷な自助を勧めてはいないであろうか。これ
らの婦人達の学習は，婦人ボランティアによって子どもの保育を託し，学習をなんとか維持して
いる。働く母親とまさに同じ基盤に立って，同性の奉仕・犠牲の上に成立してはいないであろうか。
　働きたくとも，こういう状況のなかでは，視野を広めることよりも，余りにも矛盾の多い関係
にくっしてしまうばかりである。自分を磨くための努力のみに終ってしまっていわしないか。
　1972年7月，婦人労働者の増加に伴い，職業労働と家事労働との矛盾や，男女格差の拡大など，
婦人労働問題が深刻化するなかで，その対策として，「勤労婦人福祉法」が制定された。当初よ
りこの法は，ねらいが抽象的であり，大部分は努力規定にとどまり，行政に対する義務づけもな
く，制度的な保障がみられないといったところに，法の限界があるとの批判が寄せられた。しか
し，母性保護に関する施策については，注目されているものの，法制定後10年近くなるが，この
歩みは女性の側の置かれている立場の相違が多いことも手伝って，積極的な推進が遅れている。
　学習意欲を新しい流れととらえるならば，この方面にも，深い配慮を要するものである。
3　お　わ　り　に
　1979年の9月末から10月のはじめにかけて，新潟女性史クラブとバンビの会が共同して実施し
た，　「子育て期の生活実態調査」のなかの，日常の生活に対する満足の程度について，問の結果
をみると，現在の生活に満足している者は，全体の56．4％，あせりや不安を感じている者29．8％，
不満である者11．8％と出ている。この満足とする答をいま少し探ってみると，この答えには一つ
の落し穴がある。これは，将来に及ぶ安定性のあるものという意味ではなく，現在における経済
的な安定と，今子どもにとって必要な人的存在としてのもので，社会・経済的状況や子の成長如
何による変化が必然的であることを考えると，一過性のある満足でしかない。こうした考えも，
これまでのべてきた新しい考えの基礎となっているといえよう。
　家事・育児は，主婦の創意・工夫が期待されているが，その普遍的部分は，いってみれば人間
生活の基礎的営みでもあり，社会・文化の発展と共にそれらの社会化が進み，女一主婦だけがも
つ特権部分が減少し，主婦である不明確さが，将来に対する不安や焦りなどとなって現われ，子
育て後の生活設計が必然となり，女が期待している主婦像をいやが上にも転換せざるを得ない時
期がきている。現に，子育て中にも工夫すれば自分の時間をもつことができる実態が，先きの手
紙や調査においても裏付けられている。
　こうした意味で，当り前として主婦である人，仕方なく主婦でいる人への何等かの社会的働き
かけは，急務にして重要な問題と考えられる。女にとって，結婚・出産を経た頃より，とかく家
事・育児に追われ家庭に埋没しがちであるが，結婚・出産は女がいだく大きな目標達成の直後で，
心身共に変化を受入れ易い時期であり，また育児という高い共通の時限に立っての思考が可能で
あるぼかりか，現実的な家族という人間関係の真只中にあって，自分自身を見つめることができ，
ある程度の環境さえ整えぽ，もっと婦人の意識の転換をはかるのに有効な結果をもたらすものと
考える。したがって，この時期における社会的な努力は，子育ての社会化を円滑な形で整備して
いくことこそ，その基本施策とならねばなるまい。
　子育て期の母親の社会的努力は，活力ある社会生活者として，新しい社会の一翼を荷なう存在
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となるぼかりではなく，資本主義経済の潤滑油としても，新しい経済の動きを方向づけるものと
考える。
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